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議題：演奏会の目標・パート目標について 

／19期話し合い等を受けて・意見交換と質疑応答 

●19期話し合い議事録を受けて 

・「一生懸命やっている人が損をしないようにしたい」という発言の真意は 

→（回答）生活面ではなく音楽面で。指揮者に皆が付き合う気持ちがほしい 

・上記のような誤解をなくす必要がある 

・なごすいは「サークル」か「部活」か ←練習時間が増えるとサークルの

つもりで入ってきた人が困るのでは 

→練習時間についてはパーリー会（2/14）で決定済（別紙「決定事項」参照） 

…★週 2回（演奏会前は 3回）＋パート練習（早期開始） 

・周知不足→不安につながる。決定事項周知の徹底に気を配る必要あり 

 

●普段の活動について 

①練習回数、意識の差について 

・練習回数を増やすと全員がそろうのは難しい 

・週 2のつもりで入ったので土日に練習があるときつい 

・練習を増やすかどうかという意見がある割に自主練する人が少ない 

・意識がすれ違ったまま練習だけ増やしても負担が増えるだけ 

・練習を増やすなら目的を持って。普段の合奏でも疲れて反応が悪い時あり 

→回数としては現回数に落ち着いている。⇒練習の質をあげるべき 

 

・個人練、パート練習が必要 

・「個人練の日（時間）」を作ってはどうか 

・授業は仕方ないがバイトや遊びで来られないのはおかしい 

 

・モチベーション維持の難しさ 

・サークルへの気持ち、生活の中での比重の違い 

・サークルには喋りに来たりしている部分もある 

・話し合いはもっと早めにすべき 

 

②合奏、練習の質向上について 

→（奏者）合奏が個人練になっている 

＝自分のことで精いっぱいで周りの音が聴けていない。指揮を見ていない。 

 （指揮者）遠慮、妥協をしない。否定するだけでなく指針を示してほしい。 

  歌で直接的なイメージを示してほしい。思わず身を乗り出すような指揮 

 

・豊講練は録音等を使いホールのラグに慣れたり修正していくための練習 

→そういったことを理解して合わせる努力を。指揮をもっと見よう 

 

・基礎合奏前の時間を有効に使うべき。運搬～音だしをもっとスムーズに 

…★運搬について（別紙「決定事項」も参照） 

倉庫組の中で何名かを学館組へ回す（現在人が余っているため） 

団車が出発したら学館組（原則橋本）へ連絡→学館組は停車所で待機 

 

・ロングトーン等の個人基礎練習、チューニングを合奏前にしっかりする 

・合奏→合奏にならないように。復習、個人練習を 

・パートですこしレベルの高い基礎練習をする（教則本を一冊買ってみる） 

・指揮者の指示へ返事（反応）を。分からないときはきちんと聞く 

・同じことを何度も注意されないように 

・「吹き方」をそろえる 
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・出来ていないのは分かるが、どう練習したらいいか分からない 

・分からない所をそのままにしない、上手い人が教える、複数練習を 

・他パートからの意見が欲しい。意見交換、教え合いが出来る雰囲気を 

・パート内で出られなかった合奏などの情報共有を 

 

・意識の問題。集中する、目的、目標、イメージを持つことが必要 

・ただ音を出しているだけ、にしない。考える。楽器を触れる時間を大切に 

・どんな音を出したいのか考える ←プロの演奏を聴く 

 

・今日だけで終わったら意味が無い。今後に意識を持続させることが必要 

・全員が完全に同じラインに立つことは難しいが、それぞれがそれぞれの思

いをきちんと持って共有することが大切 

 

●パートごとでの話し合い（パートの目標について、など） 

○フルート 

・全員出席を目標。吹奏楽は一人欠けても成り立たない。 

・欠席した人との情報共有を積極的に行う 

○クラリネット 

・ホールで響く音量を。ピッチ、音色、アーティキュレーションの統一 

・意見交換、情報交換を積極的に。話し合いに来なかった人への伝達を 

○サックス 

・以前の話し合いで「意見を言い合おう」と確認したものの未だ不十分 

→期関係なく相互に意見交換を 

 

 

○ホルン 

・音色をそろえる 

・複数練の励行を 

○トランペット 

・個人個人で向かうところに差が出ている（意識の差） 

→一人一人がベストを尽くす 

○トロンボーン 

・迷惑をかけないようにやれることをやる、やれることを見つける 

○バリチュー 

・合奏で皆の支えになれるような音を 

・音色や音のイメージを持って音作りをする 

・音色が崩れないような息の入れ方、個人でツボをさぐる 

・音の幅を広げる 

・ピッチを合わせてから合奏に入る 

○パーカッション 

・各個人、楽器で目標を決める 

・パート練習で悪い癖を直せるように 

・（運搬について）楽器運搬の都合上パート内で出欠席の確認をしてほしい 

 

●まとめ 

 別紙の通り、一番大切なのはそれぞれが意識を持つこと、持ち続けること、

共有することだと思います。これからどんな風に活動していきたいか、ぜひ

改めて考えてみてください。そしてそれを誰かと共有してみてください。 

この議事録・話し合いについて、なごすいについて、何か意見等ありまし

たら団長橋本まで気軽に声をかけてください＾＾よろしくお願いします！ 


